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海側汚染水問題に関する対策について

平成２５年８月８日

東京電力株式会社

【資料５】
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事故後の汚染水状況

原子炉建屋

タービン建屋

プロセス主建屋
高温焼却炉建屋
（一時貯蔵）

注水タンク

淡水化装置

地下水

セシウム除去装置

中低レベルタンク
多核種除去設備
(ALPS)

貯水タンク

地下水：
約400ｍ３／日流入

原子炉冷却水：
約400ｍ３／日注入

再利用

余剰水：約400ｍ３／日発生

試験運転中

約800ｍ３／日

再利用：約400ｍ３／日

約27万m3

(H25.7現在)

H3水：約560ｍ３／日発生
(３系列運転時) 約2万m3

(H25.7現在)
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対策の基本方針（地下水バイパス）

地下水の流入＜減＞

透水層

難透水層

水処理＜減＞

揚水井

原子炉建屋

タービン建屋

揚水井

地下水の流れ（山側→海側）

山 海
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対策の基本方針（サブドレン）

上部透水層

難透水層

揚水

揚水井下部透水層

難透水層

サブドレン サブドレン

R/B

T/B

排水排水

地下水ドレン

地下水位

海水面
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対策の基本方針（サブドレン浄化設備）

集水タンク
（必要数設置）

サブドレン浄化設備

（設計処理容量：1,200m3/日）

※１ 遮水壁と護岸との間に地下水が
流入するため，継続的に流入分
を取水する必要がある

地下水ドレン
（遮水壁）※１

１～４号機
サブドレン ・

・
・

取水設備

移送ポンプ

ろ過
（SS等除去）

放射性物質
除去

（Cs, Sr, Sb等）

（系統多重化）

廃棄物貯蔵容器に格納
（原則，使用済セシウム吸着搭保管

施設(第１施設)へ）
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海洋への汚染水漏出防止策（海側遮水壁）

海側遮水壁設置後の護岸付
近の断面図イメージ

難透水層 

透水層 

難透水 

透水層 

既設護岸 海側遮水壁

埋立 

地下水の流れ 

揚水井

地下水ドレン（点線枠内）

上
部

下
部

層

4m盤

遮水壁

東波除堤

© GeoEye/日本スペースイメージング

南防波堤

遮水壁

東波除堤

© GeoEye/日本スペースイメージング

南防波堤

OP4m

海側遮水
壁

港湾海水

海側遮水壁設置以降

処理量600m3/日

汲み上げ

H26.9以降
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海洋への汚染水漏出防止策（陸側遮水壁）

凍土壁

平面延長約1400m

１～４号機

山側

海側A

A

凍土の造成

凍結管
凍土

冷却材を循環
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海側汚染の顕在化による状況変化

汚染の確認された
海抜４ｍエリア

上部透水層

難透水層

揚水

揚水井下部透水層

難透水層

サブドレン サブドレン

R/B

T/B

排水排水

地下水ドレン

地下水位

海水面
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地下水バイパス稼動における水の発生量予測（地下水バイパス最大稼働時地下水バイパス稼動における水の発生量予測（地下水バイパス最大稼働時 ＨＨ2626年上期頃）年上期頃）

タンクへ300t/日

海抜4ｍエリア

700t/日

海へ

炉注量400t/日

300t/日

400t/日

水処理

地下水バイパス 放出

山側から1000t/日
（降雨含む）

地下水
バイパスの
汲み上げ
による周辺
の地下水
吸いよせ
600t/日 ※１ 段階的に稼働する計画であり建屋内水

位低下の進捗に合わせて、水質を確認
しながら揚水量を増やしていく
本数値は地下水バイパスの全揚水井
（１２箇所）において、揚水井内の水位
を底部まで低下させた場合の値

900～
1,000t/日※１

1～4号機
建屋滞留水

タンクへ300t/日

海抜4ｍエリア

700t/日

海へ

炉注量400t/日

300t/日

400t/日

水処理

地下水バイパス 放出

山側から1000t/日
（降雨含む）

地下水
バイパスの
汲み上げ
による周辺
の地下水
吸いよせ
600t/日 ※１ 段階的に稼働する計画であり建屋内水

位低下の進捗に合わせて、水質を確認
しながら揚水量を増やしていく
本数値は地下水バイパスの全揚水井
（１２箇所）において、揚水井内の水位
を底部まで低下させた場合の値

900～
1,000t/日※１

1～4号機
建屋滞留水
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海側遮水壁構築、サブドレン稼動における水の発生量予測海側遮水壁構築、サブドレン稼動における水の発生量予測
（サブドレン全周、低位置（サブドレン全周、低位置稼働時稼働時 Ｈ２７年度下期頃）Ｈ２７年度下期頃）

タンクへ 50t/日

地下水バイパス

サブドレン

海抜４ｍエリア

450t/日

100t/日

炉注量400t/日

放出600t/日

50t/日※２

100t/日

水処理

850t/日※１

山側から1000t/日
（降雨含む）

地下水
バイパス
及びサブド
レンの汲み
上げによる
周辺の地下水
吸いよせ
600t/日

※１ 建屋止水および建屋内汚染水の処理
回収が計画通り進捗する必要あり
本数値は震災前のサブドレン運転実績

※２ サブドレンで
汲み上げきれ
ない地下水等

1～4号機
建屋滞留水

浄化

タンクへ 50t/日

地下水バイパス

サブドレン

海抜４ｍエリア

450t/日

100t/日

炉注量400t/日

放出600t/日

50t/日※２

100t/日

水処理

850t/日※１

山側から1000t/日
（降雨含む）

地下水
バイパス
及びサブド
レンの汲み
上げによる
周辺の地下水
吸いよせ
600t/日

※１ 建屋止水および建屋内汚染水の処理
回収が計画通り進捗する必要あり
本数値は震災前のサブドレン運転実績

※２ サブドレンで
汲み上げきれ
ない地下水等

1～4号機
建屋滞留水

浄化

※実施時期はサブドレンの稼働状
況によって変動する可能性あり




